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BSEの発生状況①

○我が国における年次別報告頭数

○世界における年次別報告頭数

○ 2001（平成13）年9月に初確認。現在までにと畜検査で21頭、死亡牛検査で14頭（計36頭）が発生。
○ 2013（平成25）年5月にWOAHは我が国を「無視できるBSEリスク」の国に認定。
○ 世界での発生のピークは1992年。BSE対策の進展により、発生頭数は大きく減少。

37,316
2023年５月以降、非定型BSEについて、発生毎の
WOAHに対する通報義務がなくなったため、これ以降
については定型BSEのみ集計。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

3
2

4
5

7

10

3

1 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

5

10

15

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024



BSEの発生状況②

○ＢＳＥ感染源・感染経路について

1995-96年生まれの牛（13頭）の感染原因は、統計学的には共通の飼料工場で製造された代用乳の可能性が考えられるが、
オランダの疫学調査結果等の科学的知見を踏まえると合理的説明は困難とされた。また、1999-2001年生まれの牛のうち15頭は
1995-96年生まれの牛が汚染原因となった可能性があるとされた。

○ＢＳＥ感染牛の出生年次別頭数

○ 出生年別にみると、1996（平成8）年生まれが12頭、2000（平成12）年生まれが13頭と多い。
○ 飼料規制の実施直後の2002年1月生まれを最後に、国内で生まれた牛での発生報告はない。
○ 2013（平成25）年5月にWOAHは我が国を「無視できるBSEリスク」の国に認定。
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2001年10月に法に基づく飼料規制を開始

2002年１月生まれの牛を最後に、

国内で生まれた牛でのＢＳＥ発生報告はない。
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